
日本大学総力結集型ロボット研究拠点形成をめざした 
日本大学ロボティクスソサエティ NUROS 設立シンポジウム 

 

開催日時： 
平成３１年３月１日 ９：３０～１９：００ 

 
開催場所： 

日本大学本部２階大講堂 
東京都千代田区九段南４－８－２４ 
■ JR 中央線・総武線「市ヶ谷」駅下車 徒歩 2分 
■ 都営地下鉄新宿線、東京メトロ有楽町線・南北線「市ヶ谷」駅 下車 Ａ２出口 徒歩 1分 

 
開催スケジュール： 
[午前の部 ９：３０～１２：００] 
・開会宣言  
・開催に当たっての挨拶              理工学部  岡田 章 
・シンポジウム趣旨説明                   工学部   柿崎 隆夫 
・理工学部のロボット研究の概況                  理工学部  内木場 文男 

【一般講演 1】 陸・海・空レスキューロボットを用いた災害救助トータルソリューションサービスの
実現に向けて      

理工学部  羽多野 正俊 
【一般講演 2】 マイクロブレインチップを搭載した動物型ロボットと昆虫型マイクロロボットの開発 

理工学部  齊藤 健 
【一般講演 3】 脳波のフラクタル性を利用した車椅子の BMI 制御    

理工学部  小林 伸彰 
・生産工学部のロボット研究の概況                生産工学部 見坐地 一人 

【一般講演 4】 携行型情報収集ロボットのための移動機構に関する研究 
生産工学部 内田 康之 

【一般講演 5】 脳活動計測によるロボットの外観評価に関する基礎的検討 
生産工学部 栁澤 一機 

【一般講演 6】 生産工学部のロボット教育プログラムについて 
生産工学部 三角 尚治 

 
[午後の部１ １３：００～１４：２０] 
・工学部のロボット研究の概況                    工学部   武藤 伸洋 

【一般講演 7】 歩行者の障害物回避行動モデルとロボットの経路生成への応用 
工学部   高梨 宏之 

【一般講演 8】 ３次元計測に基づく環境・物体認識    
工学部     溝口 知広 

【一般講演 9】 ロボット・センサ・ＩｏＴ技術を活用した研究  
工学部     武藤 伸洋，遠藤 央 

・日本大学ロボティクスソサエティ設立の狙いと今後の方針 
                       理工学部 内木場 文男 
 
[午後の部２ １４：２０～１５：３０]            
・ポスターセッション（各学部１０件計３０件予定） 
 
[午後の部３ １５：３０～１７：３０] 
【基調講演 1】生体に学ぶロボットの革新 －知の統合による新しい挑戦  

名古屋大学教授     
新井 史人 

【基調講演 2】NEDO のロボットの取り組み 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
ロボット・AI 部 部長         
弓取 修二  

【基調講演 3】研究者による起業、社会実装、Exit（協働ロボット CORO を通じて「人手不足」という
言葉をなくす）        

国立研究開発法人産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 研究戦略部 連携主幹 
ライフロボティクス株式会社 創業者、元代表取締役 CEO&CTO  
尹 祐根  

[交流会 １８：００～１９：００] 



講演論文集投稿締め切り： 
受付原稿は，執筆要領に従って執筆したもので，原則として Microsoft Word で論文フォーマットを利用し
て作成し，PDF 保存した電子原稿(以下原稿とする)とする．ページ数は一般講演、ポスターセッション共
に２～６枚(基調講演は１～２枚の講演アブストラクト)とし，論文集の編集のため，可能な限り偶数ペー
ジによる投稿が望ましい．平成３１年２月８日(金)までに，PDF データを以下のメールアドレスまで送付
下さい． 
saito.ken18@nihon-u.ac.jp  
 
ポスター作成要領： 
ポスターセッション発表者については，右例に準じた 
A0 サイズ１枚のポスターをご用意ください． 
 
問い合わせ先： 
日本大学理工学部 精密機械工学科 
〒２７４－８５０１ 
千葉県船橋市習志野台７－２４－１ 
齊藤 健 
Tel.: 047-469-5497 
E-mail: saito.ken18@nihon-u.ac.jp 

表題・所属・発表者名 

841mm 

150 mm 

1039 mm 
ポスター例 


